
金属顕微鏡 RM-5400TL
取扱説明書

このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございました。
本製品の性能を十分に発揮させるためおよび安全確保のため、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
製品使用時には、常にお手元に置いていただき、お読みになったあとも大切に保管してください。
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RM-5400TLはユニークな構造の正立型金属顕微鏡です。顕微鏡本体はピラーに対して任意の高さで固定できるの
で、薄いサンプルから非常に厚みのあるサンプルまで観察できます。鏡筒を昇降させて焦点を合せる機構なので、
重量のあるサンプルの観察にも適しています。
簡易偏光装置が標準装備。偏光特性をもったサンプルの観察や製品のキズのチェックなどにもお使い頂けます。

便利な三眼鏡筒には付属のJISアダプタ、Cマウントアダプタを介して種々の撮影機器を取り付けることが出来ます。
カメラで撮影しながらも光路を切換えることなく肉眼でも同時に観察できる光学設計です。
高品質プランアクロマート対物レンズ、広視野接眼レンズを搭載。

装置組み込み型の同軸落射顕微鏡ユニットとしても利用可能。ご使用用途に応じてアレンジ可能な拡張性のある
デザインです。

１．各部の名称

光路切換つまみ

ランプハウス

電源スイッチ

光量調整つまみ

電源ユニット

【図1-1】

接眼レンズ

双眼部

レボルバ

対物レンズ

クレンメル

落射照明ユニット

アイシールド

鏡筒

ベースプレート
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視度補正環

ピラー

フォーカスアーム
固定ネジ

ストッパー

メカニカルステージ

ヒューズケース

電源コード

ランプハウスコード

フォーカスアーム

粗動焦点ハンドル

微動焦点ハンドル

トルク調整リング

撮影用アダプタ固定ネジ

電源ユニット

ランプハウス 落射照明ユニット

鏡筒

双眼部撮影用直筒

【図1-3】

ステージ前後動ハンドル

ステージ左右動ハンドル

視野絞り芯出しネジ
（背面にもあります）

アナライザレバー

ポラライザ

ポラライザ回転ダイヤル

視野絞り調整ダイヤル

コンデンサ絞り調整ダイヤル

フィルタダイヤル

ポラライザ取付部

固定ネジ2

固定ネジ1

固定ネジ3

【図1-2】

落射照明ユニット

ランプハウス
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２．顕微鏡の組み立て
 1） ピラーにフォーカスアームを取り付け、フォーカスアーム固定ネジを締めて固定します。ストッパーをフォー

カスアーム直下の位置で固定し、ピラーからフォーカスアームが落下するのを防ぎます。
  ※ロングピラータイプのピラーは上下の2部品に分割されています。ピラーの下部部品は出荷時にベース

プレートに固定してあります。ピラーの下部部品にフォーカスアームを取り付けた後、ピラーの上部部品
を下部部品に取り付けると組み立てが容易です。

 2） 落射照明ユニット下面の保護キャップをはずした後、落射照明ユニットをフォーカスアームに載せ、固定ネ
ジ1を締めて固定します。

 3） 落射照明ユニット前面のポラライザ取付部にポラライザを挿し込みます。
  ※ポラライザに表示されている矢印が上を向くように挿し込みます。
 4） 落射照明ユニット側面の円形の穴にランプハウスを取り付け、固定ネジ2を締めて固定します。
 5） ランプハウスコードを電源ユニットに取り付けます。
 6） 電源コードのプラグをコンセントに挿し込みます。
 7） 固定ネジ３をゆるめて落射照明ユニット上面の保護キャップをはずします。
 8） 鏡筒下面の保護キャップをはずした後、落射照明ユニット上面に鏡筒を載せ、固定ネジ3を締めて固定しま

す。
 9） 双眼部に接眼レンズを取り付けます。
 10） 必要に応じてアイシールドを接眼レンズに取り付けます。メガネをかけたまま観察する場合は、アイシール

ドをはずして使用します。
 11） レボルバに対物レンズを低倍率のものから高倍率のものへ順に取り付けます。
  ※対物レンズをメカニカルステージなどにぶつけないよう、レボルバとメカニカルステージの間に十分な

距離をとってから作業して下さい。
 12） 必要に応じてクレンメルをメカニカルステージに取り付けます。

３．調整方法
3-1．ランプ位置の調整（ハロゲン照明モデルの場合のみこの作業が必要です。）
 1） 調整に先立ち、落射照明ユニットのフィルタ類はすべて光路から出し、絞りは全開にします。
   ・フィルタダイヤル：空の穴にする
   ・視野絞り：全開（時計回りに制限まで回す）
   ・コンデンサ絞り：全開（時計回りに制限まで回す）
   ・アナライザ：引き出す
   ・ポラライザ：引き出す（明視野観察ポジション）
 2） 対物レンズ1本をレボルバから取り外し、レボルバの穴を光路に入れます。
 3） 白い紙をメカニカルステージに置きます。
 4） 電源ユニットにある電源スイッチをON（“｜”の位置）にし照明用ランプを点灯させ、その後光量調整つまみ

にて適正な光量に調整します。
 5） コンデンサレンズ調整つまみを操作してフィラメントの像がはっきりと白い紙に投映されるように調整しま

す。
  ※フォーカスアームの固定位置をできるだけ下げておくと、フィラメントの像が確認しやすくなります。

ランプ位置
　調整つまみ１

ランプ位置
　調整つまみ２

コンデンサレンズ
調整つまみ

ポラライザ

アナライザレバー

フィルタダイヤル ランプハウス

視野絞り調整ダイヤル

コンデンサ絞り調整ダイヤル

ランプハウス背面
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 6） ランプ位置調整つまみ1とランプ位置調整つまみ2を使って、フィラメントの像が光束の中央に位置するよう
にランプ位置を調整します（図3-1）。

 7） 外していた対物レンズをレボルバに戻します。
 8） 引き続き「3-2.視野絞りの芯出し」を行います。

3-2．視野絞りの芯出し
調整に先立ち、以下を行います。
 1） 光路切換つまみを観察用位置（押し込んだ位置）にする。
 2） レボルバを回して10倍の対物レンズを光路に入れる。
 3） 接眼レンズを覗きながら光量調整つまみとコンデンサ絞り調整ダイヤルを操作して、観察に適した明るさ

にする。
 4） 視野絞りの芯出しを以下の手順で行います。
   1．粗微動焦点ハンドルを回して白い紙に焦点を合わせます。
   2．視野絞り調整ダイヤルを回して、視野絞りを絞り込みます。
   3．視野絞りの像が視野の中心からずれていれば（図3-2A）、視野絞り芯出しネジ（2ヵ所）を六角レ

ンチ（3mm）で回し、視野絞りの像が視野の中心に合うように調整します（図3-2B）。
   4．接眼レンズを覗きながら視野絞りを徐々に開いていき、視野絞りの縁の像が視野の外周よりひと

まわり大きくなるように調整します（図3-2C、D）。これで観察可能な状態になります。

3-3．眼幅と視度の調整
 1） 接眼レンズをのぞいた時に、左右の視野が一致するように眼幅調整を行います。両手で双眼部を動かし、

左右の2つの円形の視野がひとつに重なるように調整してください（図3-3）。

　　2） 視度補正は以下の手順で行います。
   1．視度補正環の目盛を0に合わせます。
   2．右目で右の接眼レンズをのぞき、焦点ハンドルを操作して標本に焦点を合わせます。
   3．左目で左の接眼レンズをのぞき、鮮明な像が得られるように視度補正環を回して調整します。

A B C D

【図3-2】

【図3-3】

【図3-1】
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3-4．焦点ハンドルの調整
本顕微鏡は焦点ハンドルの回転の重さを調整できるトルク調整リングを備えています（図3-4）。出荷時に調整済み
ですので不必要に触らないでください。ご使用時に調整が必要と感じられた場合に調整してください。
 ※ゆるくしすぎたり、きつくしすぎたりしないで下さい。ゆるすぎると鏡体が勝手に下降してしまうようになりますし、
きつすぎると焦点合わせが難しくなり、微動焦点ハンドルの動きにも影響が出ます。

４．偏光観察について
簡易偏光観察は以下の通りです。
 1） アナライザレバーを押し込み、アナライザを光路に入れます。
 2） ポラライザを偏光観察ポジションまで押し込み光路に入れます。
 3） 標本をステージに置き、ポラライザ回転ダイヤルを偏光観察に適した位置まで回し、観察を行います。
  ※顕微鏡を覗きながらポラライザ回転ダイヤルを回転させ、視野内が最も暗くなる位置がクロス・ニコル

（直交ニコル）の状態です。
  ※ポラライザには2ヵ所のクリックストップがあります。深く挿入したときのクリックストップが偏光観察ポジ

ション、引き出した時のクリックストップが明視野観察ポジションです。

５．撮影機器を取り付ける 
撮影機器を取り付けるためのアダプタとして本機にはＣマウントアダプタとJISアダプタ（内径23.2mm／外径
25mm）が付属しています（図5-1）。アダプタは撮影用アダプタ固定ネジを締めて撮影用直筒に固定します。撮影機
器側に光路を切り換える場合は、光路切換つまみを制限まで引き出してください（撮影時も双眼部での観察が可能
です）。

トルク調整リング

きつくなる

ゆるくなる

【図3-4】

【図5-1】

Cマウントアダプタ JISアダプタ

撮影用直筒

撮影用アダプタ固定ネジ
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６．装置組み込み型ユニットとして使用する場合
フォーカスアーム背面には装置組み込み用のネジ取付部（M8、ネジピッチ1.25mm、ネジ切りの深さ10mm）があり
ます（図6-1参照）。

７．メンテナンス
7-1．ハロゲン球の交換（ハロゲン照明の場合）
※照明用のハロゲン球は必ず純正品を使用してください。純正品以外のハロゲン球を使用した場合は、照明ムラが
生じたり、光量不足となったりする場合があります。また、故障や火災の原因にもなります。
※ハロゲン球およびランプハウスが十分冷えていることを確認してから交換してください。
※やけど、けが防止のため手袋を着用しての作業を推奨します。
※ハロゲン球の交換前に、電源を切り、電源コードを抜いて下さい。
 1） ランプハウスカバーを開けて、切れたハロゲン球をソケットから引き抜きます（図7-1）。
 2） 新しいランプをソケットの奥までしっかり差し込み取り付けます。
 3） ランプカバーを閉じます。

7-2．ヒューズの交換
※感電防止のため、必ず顕微鏡の電源を切り、電源コードを抜いてから行ってください。
※けが防止のため手袋を着用しての作業をお勧めします。
 1） 電源ユニット背面のヒューズケースを反時計回りに回して開けます。
 2） 切れたヒューズを新しいヒューズに交換し、ヒューズケースを閉めます。

８．ＴＩＰＳ
 ・ 照明用ランプの寿命に影響するため、点灯・消灯時は照明の明るさが一番暗くなる状態（光量調整つまみ

を反時計回りに制限まで回した状態）にしてから電源スイッチのON・OFFを行うことを推奨します。
 ・ 低倍率の対物レンズ（5倍など）を使用する場合は、すりガラスフィルタを併用すると照明むらが軽減しま

す。

【図6-1】

【図7-1】

10
0

36 M8  ネジピッチ1.25mm、ネジ切りの深さ10mm(四カ所）
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９．主な仕様

光学系 無限遠補正光学系 (結像レンズ　F=200mm)    

鏡筒  三眼 (30°、光路切替　双眼部：撮影用直筒＝0%：100%、50%：50%) 、    

  瞳孔間距離調整範囲：53-75mm    

接眼レンズ  広視野 10X (22mm) 、嵌め合い径30mm

対物レンズ  プランアクロマート対物レンズ (カバーグラス不使用)　

  ※取付部のネジの嵌め合い径：RMS規格 (外径20.32mm×ネジピッチ0.706mm)

  倍率  光学系  開口数(N.A.)  作動距離(W.D.)(mm) 

  5X  乾燥系  0.12 26.1

  10X  乾燥系  0.25 20.2

  20X  乾燥系  0.40 8.80

  50X  乾燥系  0.70 3.68

レボルバ  5穴    

焦準 鏡筒上下型、粗微動同軸焦点システム、テンション調整機構付、

  最小目盛り：0.002mm、焦点調整範囲：28mm、微動ハンドル一回転：0.2mm 

  観察可能なサンプルの厚さ ：115mm以下 (ロングピラータイプ：415mm以下)  

ステージ 185mm(W)×140mm(D)、メカニカルステージの可動範囲：35mm(X)×30mm(Y) 

落射照明 高輝度白色LED照明5W、(ケーラー照明）、電源ユニット（AC100-240V 50/60Hz）、

  無段階光量調整機構付　　(6V30Wハロゲン照明モデルも有り)　　 

偏光観察装置 ポラライザ、アナライザ    

フィルタ ターレットフィルタ（すりガラス、青、緑、黄）    

カメラアダプタ JISアダプタ（汎用：内径23.2mm／外径25mm）、Cマウントアダプタ（1X）  

その他付属品 6V30Wハロゲン球（スペア、ハロゲン照明モデルのみ） 、3Aヒューズ（スペア）、

  アイシールド、クレンメル、六角レンチ（2mm）、六角レンチ（3mm）、

  ビニール製ダストカバー    

寸法 顕微鏡本体 (フォーカスアーム、落射照明ユニット、ランプハウス、鏡筒)：

  386mm(W)×364mm(D)×292mm(H)  (高さは焦点位置から撮影用直筒の頂部まで)

  ベースプレート：300mm(W)×250mm(D)×30mm(H)    

  ピラー全長：300mm  (ロングピラータイプ：600mm)   

  ピラー径：32mm    

  対物レンズの中心からピラー前面までの距離：99mm   

重量 総重量：14.5kg (ロングピラータイプ：15.8kg)    

  顕微鏡本体 (フォーカスアーム、落射照明ユニット、ランプハウス、鏡筒)：6.74kg  

  電源ユニット：0.48kg
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１０．パッキングリスト

その他
◆本書の内容の一部または全部を無断転載することを固くお断りします。
◆本書の内容については、将来予告無しに変更することがあります。
◆本書の内容については万全を期して作製いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記入漏れなど、お気づきの点
がありましたらご連絡ください。

名称  数量
鏡筒  1
フォーカスアーム  1
落射照明ユニット  1
ランプハウス  1
電源ユニット  1
ピラー  1
ベースプレート  1
プランアクロマート対物レンズ5倍ノンカバー  1
プランアクロマート対物レンズ10倍ノンカバー  1
プランアクロマート対物レンズ20倍ノンカバー  1
プランアクロマート対物レンズ50倍ノンカバー  1
接眼レンズ  2
アイシールド  2
ポラライザ  1
クレンメル  2
ビニール製ダストカバー  1
6V30Wハロゲン球（スペア、ハロゲン照明モデルのみ） 1
3Aヒューズ（スペア）  1
JISアダプタ  1
Cマウントアダプタ（1X）  1
六角レンチ（2mm）  2
六角レンチ（3mm）  1
パッキングリスト（取扱説明書内）  1

光学系 無限遠補正光学系 (結像レンズ　F=200mm)    

鏡筒  三眼 (30°、光路切替　双眼部：撮影用直筒＝0%：100%、50%：50%) 、    

  瞳孔間距離調整範囲：53-75mm    

接眼レンズ  広視野 10X (22mm) 、嵌め合い径30mm

対物レンズ  プランアクロマート対物レンズ (カバーグラス不使用)　

  ※取付部のネジの嵌め合い径：RMS規格 (外径20.32mm×ネジピッチ0.706mm)

  倍率  光学系  開口数(N.A.)  作動距離(W.D.)(mm) 

  5X  乾燥系  0.12 26.1

  10X  乾燥系  0.25 20.2

  20X  乾燥系  0.40 8.80

  50X  乾燥系  0.70 3.68

レボルバ  5穴    

焦準 鏡筒上下型、粗微動同軸焦点システム、テンション調整機構付、

  最小目盛り：0.002mm、焦点調整範囲：28mm、微動ハンドル一回転：0.2mm 

  観察可能なサンプルの厚さ ：115mm以下 (ロングピラータイプ：415mm以下)  

ステージ 185mm(W)×140mm(D)、メカニカルステージの可動範囲：35mm(X)×30mm(Y) 

落射照明 高輝度白色LED照明5W、(ケーラー照明）、電源ユニット（AC100-240V 50/60Hz）、

  無段階光量調整機構付　　(6V30Wハロゲン照明モデルも有り)　　 

偏光観察装置 ポラライザ、アナライザ    

フィルタ ターレットフィルタ（すりガラス、青、緑、黄）    

カメラアダプタ JISアダプタ（汎用：内径23.2mm／外径25mm）、Cマウントアダプタ（1X）  

その他付属品 6V30Wハロゲン球（スペア、ハロゲン照明モデルのみ） 、3Aヒューズ（スペア）、

  アイシールド、クレンメル、六角レンチ（2mm）、六角レンチ（3mm）、

  ビニール製ダストカバー    

寸法 顕微鏡本体 (フォーカスアーム、落射照明ユニット、ランプハウス、鏡筒)：

  386mm(W)×364mm(D)×292mm(H)  (高さは焦点位置から撮影用直筒の頂部まで)

  ベースプレート：300mm(W)×250mm(D)×30mm(H)    

  ピラー全長：300mm  (ロングピラータイプ：600mm)   

  ピラー径：32mm    

  対物レンズの中心からピラー前面までの距離：99mm   

重量 総重量：14.5kg (ロングピラータイプ：15.8kg)    

  顕微鏡本体 (フォーカスアーム、落射照明ユニット、ランプハウス、鏡筒)：6.74kg  

  電源ユニット：0.48kg
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